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ゲノム編集技術による、細胞内でのゲノム改変反応メカニズムを明らかにすることで、ゲノム編集効率

およびゲノム編集によってどのように改変するのかを制御するための創薬ターゲットを探索することを

目的に解析を行った。その結果、DNA 二重鎖切断単鎖化に必要な因子がゲノム編集の効率を決めている

ことがわかったが、DNA 二重鎖切断単鎖化の機能とは分離することができることがわかった。また、

DNA損傷応答キナーゼの阻害条件ではヒト細胞においても酵母と同様にCRISPR/Cas9 システムによる

ゲノム編集が効率よく起こることを見いだしたが、部分的な機能阻害によってその効果が最大になる可

能性があり、さらなる解析によってその分子機構を明らかにする必要がある。 
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